
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設定理由】 

メインスローガンの「Action」は行動という意味です。昨年度、 

成長したい点としてあがった「時間を見て行動する」こと。今年度、 

後輩が入学してきて「2 年生として手本になる行動をしたい」こと。 

学年生徒会として来年度を見すえて「積極的に行動できる学年にしていきたい」こと。何事にも積極的にみんなで動いていきたいという想い

が込められています。サブスローガンの「積極的に事を為す学年」は、その言葉通り、2 年生として行動や勉強、普段の生活の中にある物事

に取り組むときに、自分から、進んで、たくさんのことをしていきたいという思いで設定しました。        （第２学年生徒会） 
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第 3 号 令和 5 年 5 月 26 日（金）発行 文責 佐藤正人 

【設定理由】 

学級全員が仲良くすることで、学校生活で力を合わせる時に、支え合ったり、誰か

が困っている時に自然に声をかけたりすることができると思います。また、中学校で

は、新しく挑戦する事がたくさんあります。一人では不安でも、みんなで支え合えば、

みんなでチャレンジし乗り越えていくことができます。支え合い、協力し合い、仲が

深まることで今以上により良い学級になると考えこの目標を設定しました。 

                            （第１学年生徒会） 

【設定理由】 

このスローガンは、夢や目標を掲げ、実現に向

けて積極的に行動することや、それを仲間と共有

し、達成の喜びを分かち合うということをあらわ

しています。協力、応援、挨拶など人とのかかわ

りを通して絆を深め、一人ひとりの個性を認めな

がら、一緒に成長していこうという願いが込めら

れています。（執行部） 

５月２５日、会長・委員長の公約をしっかりと盛 

り込み、リーダーの思いが伝わる活動計画が提案さ

れました。質疑され、納得のもと承認されました。 



 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立川中学校ホームページ https://www.town.shonai.lg.jp/tachichu/ 

【込められた思い】 

☆一人ひとりが成長して輝いている学年になるように。 

【リーダーからみんなへ】 

☆一人ひとりが成長して輝いている学年にするために、全員が積極的に成長で 

きるように頑張り、卒業の時には胸をはって「飛躍できた」と言えるように 

しよう！                     （第３学年生徒会） 

令和 5 年 1 月 27 日（金）登校の際、雪道で転倒し動けなくなっていた方

に駆けより、自分のマフラーを掛けて救急車が来るまで警察官と共に励ます

など看護した行為に対し、5 月 22 日（月）、庄内町青少年育成町民会議より

善行表彰を受けました。。 

一連の行動を通し、次の２つのことを学んだようです。 

① 警察官の対応する姿から、冷静さを保ち行動することの大切さ 

② 自分の安全を確保しながら救護にあたることが必要であること 

日頃から、困っている人を助けることを家庭でも話題にしたり、親御さん 

の仕事内容（介護関係）を学んだりしていた成果であったと思います。 

 本人は、今回の自分の行動から学んだことを、クラスの仲間に伝えており、

今後同じような場面に出会った生徒が、冷静に対応ができることを期待して

います。 

５月 24 日（水）西風が強く吹く中、１年生全員の参加による「花いっぱい・あいさつ運動」

が行われました。元気な挨拶が交わされ、爽やかな気持ちでスタート出来ました。準備が整う

と、小学生も外に出てきて植え付けに取りかかります。久しぶりに先輩達に会え、小学生も嬉

しそうでした。中学校前の花植えが終わると、小学校やこども園の手伝いに向かう姿が見られ

ました。１時間もすると「風来風流通り」が花で明るく演出されました。今後は１年生みんな

で管理します。おつかれさま。ありがとう。よろしくね。 


